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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文に於いては、数論に於いて有用な二種類のデータベースが構築されている。一つは、二次体

や三次体上定義された楕円曲線で、あって至る所良還元 (goodred uction)を持つもののデータベー

スであり、もう一つは p進体の有限次拡大のデータベースである。その計算には Magmaを始め

とする計算機代数システムが巧みに組合せて用いられており、計算技法の観点から見ても現代的な、

高度なものとなっている o

代数体 K とその有限素点の有限集合 Sを画定すると、 K上定義された楕円曲線で、あって Sの

外で良還元を持つものは有限個しか存在しない事が知られている(これは楕円曲線のみならずより

一般にアーベル多様体について成り立つ (Faltingsの定理))0r至る所良還元を持つJとは Sが空
集合の場合であるから、それらが有限個しか存在しない事は一般論から従うが、実際にそれらを決

定する事はまた別問題で、一般にかなりの困難を伴う問題である。 K が有理数体の場合はその様な

楕円曲線は存在しない事が知られており(これも一般にアーベノレ多様体について成り立つ

(Fontaineの定理))、 K が二次体の場合には、幾つかの K について木田雅成氏や加川貴章氏らに

よる先行研究があった。本論文では彼らの方法を組織的に押し進め、大量の計算を必要とする箇所

では最新の計算機及び計算プログラムを援用する事で、これまで知られていた結果を大幅に拡張し

た。さらに K が三次体の場合にも独自の方法でこの様な結果を得た。その結果、 200以下の殆ど

の正整数 m に対し実二次体 K= Q(..( m) の場合及び三次体 K=Q(m八{1I3}) の場合に満足の

行くデータベースが得られた。各 K について、至る所良還元を持つ楕円曲線が存在する場合には

その楕円曲線の方程式も与えられており、実用的価値も高い。

標数 Oの局所体 K と自然数 n を固定すると、 K の n次拡大は同型を除き有限個しか存在し

ない事が知られている。従って特に p進体 Qpの n次拡大は有限個であるが、 pや nの値が大

きくなると、それら全てを実用的な時間内に求める事は容易ではない。 p進体の p次拡大の標準形

を与えた Amano氏の仕事や Eisenstein多項式のなす空間にうまい距離を入れてそれらの定義

する体たちの聞の同型判定法を与えた吉田学氏の仕事に基き、本論文においては、比較的大きい p

と nに対し、 Qpの n次拡大を全て、しかも高速に、求めるプログラムが与えられている。特に、

p進体の n次拡大のかなり広範なデータベースが得られた。これは Jonesや Pauli-Roblot の結

果を大幅に改善するものである。さらに特筆すべき事として、このプログラムは著者のホームペー

ジにおいて無料で公開され、誰にでも利用可能になっている。

これら二つのデータベースは、著者の「数論データベースプロジェクトJの最初の一歩であり、

今後これらがさらに拡張されて行くのはもちろん、他の対象についてのデータベースも生成され、

統合されて、一つの大きな、使い勝手の良いデータベースのシステムが構築されて行く事が期待さ

れている。これは膨大な時聞がかかる遠大な計画であるが、その一端が本論文の第一章で青写真と

して素描されている。

この様に、以上の結果は、既に生成された二つのデータベースが数論研究者にとって非常に価値

の高い有用なものであると同時に、その発展性や将来的ヴィジョンなどにおいても優れたものであ

り、数論の分野において価値ある業績と認められる。

よって、本研究者は博士(数理学)の学位を受ける資格があるものと認める。
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